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ク
イ
ズ

　3月10日にオープンする「さ
ぬき動物愛護センター」の愛
称は次のどれ？

（ヒントは6ページ）

①
②
③ 

1月号  答え ①あんもち雑煮

応募総数 1,119通

【
ひ
な
人
形
が
飛
ん
だ
】
　

　
3
月
3
日
の
ひ
な
祭
り
は
、
女
の
子
の
成
長
を
祈
る
行
事
で
す
。

　
塩
飽
諸
島
の
広
島
で
は
ヒ
ナ
ア
ラ
シ
と
い
っ
て
初
雛
の
家
へ
子
ど
も
が
押
し
掛
け
オ
イ
リ
（
餅
米
を
丸

く
ふ
く
ら
ま
せ
赤
、
青
、
黄
、
白
の
色
付
け
を
し
た
も
の
）
を
も
ら
い
ま
す
。

　
島
四
国
の
季
節
で
も
あ
り
、
菜
の
花
畑
の
中
を
お
遍
路
さ
ん
が
通
り
ま
す
。
五
人
ば
や
し
の
音
に
合
わ
せ
、

ひ
な
人
形
が
大
空
に
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
空
を
見
上
げ
た
お
遍
路
さ
ん
の
笑
顔
に
春
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　                        

　                        

　                        

　                           

（
童
絵
と
文
　
池
原
昭
治
）

　鯛や富士山、
招き猫など、縁
起物をモチーフ
にしたほのぼの
と温かみのある
和テイストのダ
ンボールクラフ

ト。ノリやハサミを使わずに組み立てることができ、完
成後は小物入れとしてお使いいただけます。棚や机の
上に飾って、縁起を担いでみてはいかがですか。
＜問い合わせ先＞　hacomo株式会社　☎0879－23－0055

今月のプレゼント

　香川で生まれた夢の糖「希
少糖」の長所を生かした“ヘル
シーでおいしい甘さ”の希少
糖含有シロップ「レアシュガ
ースウィート」。普段の砂糖の
代わりに、飲み物、料理、デザ
ートなど、幅広くご使用くだ
さい。
～11月10日は「希少糖の日」～

＜問い合わせ先＞  株式会社レアスウィート
　　　　　　　　  ☎087－823－1689

　　 A ： レアシュガースウィート（500㌘ボトル2本セット）×10人

B ： えんぎものシリーズ（8種セット）×５人 ～かがわ県産品コンクール15周年特別賞受賞～

BA

は
つ
び
な

いい とう（糖）

きっずの森
はっぱの森
しっぽの森

●広報誌を多言語電子書籍でご覧になれます。無料アプリ「カタログポケット」をインストール
（◀ QRコード）し、「THEかがわ」で検索してください。

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、県内の全世帯に配布しています。
　配布についてのお問い合わせは、同社（☎087－833－4590、FAX087－837－3330）まで。

この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、

環境にやさしい植物油インクを使用しています。

ナショナル・ジオグラフィック・トラベラー

〒760－8570（住所は不要です）　
香川県広聴広報課「かがわの県産品プレゼント3月号」係　

応募締め切り 2019年3月31日必着
（当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。）

検　索香川県広報誌プレゼント

応
　
募
　
先

は  が  き

インターネット
（3月1日～31日）

https://s-kantan.jp/pref-kagawa-u/
※従来型の携帯電話からは応募できません。
※QRコード読み取りエラーの場合は、
　上記のURLへアクセスしてください。

kohosi_present@pref.kagawa.lg.jpＥメール

ご応募いただいた皆さんの個人情報は、賞品の発送のみに使用し、第三者へ開示・
提供することはありません。

希望する賞品（AまたはB）（必須）・クイズの答え・広報誌の感想（必須）・住所・
氏名・年齢・電話番号を記載して下記まで。
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3

Digest」に

は、誰 も 経

験したこと

がない体験

ができる場

所として絶

賛されてい

ます。また、

「ニューヨー

ク・タイムズ」でも瀬戸内が日本で唯一7

番目に選出されています。さらに、英国で

最も影響力のある旅行雑誌といわれる

「ナショナル・ジオグラフィック・トラベラー」

では、栄えある第1位に選ばれており、その

他の媒体でも取り上げられています。

　これは、香川県も参画する一般社団法

人せとうち観光推進機構と連携して、海

外メディアに働きかけたことにより、瀬戸

内が世界の旅行先として認められ始めた

結果であり、欧米の国々を始め、より多く

の外国人観光客が訪れていただく絶好

のチャンスですので、引き続き積極的に

誘客促進に取り組んでまいります。

　読者の皆さまもご承知のとお

り、今 年は、現代アートの祭典

「瀬戸内国際芸術祭２０１９」の

開催年です。２０１０年から３年ごとの開

催で、４回目となる今回も、アートと島を巡

る瀬戸内海の四季を楽しんでいただくた

めに、春・夏・秋の３会期合計１０７日間に

わたって開かれます。

　瀬戸内国際芸術祭の会場となる「瀬戸

内」の多島美は、昭和９年に国立公園第一

号として指定され「世界の宝石」と称され

るなど、本県にとっても重要な観光資源で

すが、今、世界の旅行市場に影響力を持つ

旅行雑誌や大手新聞などが発表する「２

０１９年に行くべきデスティネーション（目

的地）」に続 と々取り上げられ、その目的の

一つとして「瀬戸内国際芸術祭」が世界か

ら注目を集めています。今月号の［特集1］

で触れていますが、このコラムでもご紹介

したいと思います。

　米国では、世界中から圧倒的な支持を

受けている旅行誌「Fodor’s Travel」や

大手旅行誌「Conde Nast Traveler」で

現代アートの祭典として紹介されているほ

か、ライフスタイル 誌「Architectural 
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世
界
が
認
め
る
「
瀬
戸
芸
」
　
　

4月26日　 開幕

リン・シュンロン（林舜龍）「国境を越えて・海」　Photo: Yasushi Ichikawa

　いよいよ開幕。3年に1

度、瀬戸内の島々を舞台に

繰り広げられる現代アート

の祭典「瀬戸内国際芸術

祭」の春会期が4月26日に

スタートします。今回初めて

ゴールデンウイークを含む

31日間、八つの島（直島、豊

島、女木島、男木島、小豆島、

大島、犬島、沙弥島）と高松

港、宇野港周辺で開催。春会

期史上最高の来場者を期待

しています。香川県のインバ

ウンドの増加によるアジア

からの来県者増に加え、欧

米の出版社が推薦する旅行

先に取り上げられるなど、

「瀬戸芸」は世界からも注目

を集めています。

瀬戸内国際芸術祭2019　 春会期開幕直前

瀬戸内国際芸術祭総合ディレクター　北川フラム

世
界
が
認
め
る
「
瀬
戸
芸
」
　
　

海外メディアも注目　今年のトレンドは「SETOUCHI」

乞うご期待　楽しい芸術祭

　

2
0
1
8
年
12
月
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ

ベ
ラ
ー
誌
英
国
版
で

「
S
E
T
O

U
C
H
I
」
が
2
0
1
9
年
に
注

目
す
る
旅
行
場
所
の
第
1
位
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
1
月

に
は
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
電
子
版
で
も
、
「
2
0
1
9
年

に
行
く
べ
き
52
カ
所
」
に
日
本
で

唯
一
「
瀬
戸
内
の
島
々
」
が
7
番

目
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
英
紙
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
で
も
父
母
ヶ
浜
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
芸
に
対
す
る
海
外
の
人
気

は
数
字
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
外
国

人
の
参
加
率
は
初
回
の
1
・
1
％
か

ら
2
回
の
2
・
6
％
、
3
回
は
13
・

4
％
と
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
中
で
も
最
も
多
い
の
が
台

湾
か
ら
の
参
加
者
。
3
月
31
日
か

ら
は
高
松

－

台
湾
航
路
が
毎
日
運

航
と
な
り
、
来
場
者
が
さ
ら
に
増

え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
世
界
が

注
目
し
て
い
る
瀬
戸
内
の
ア
ー
ト

の
祭
典
が
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

金

　「海の復権」をテーマに、瀬戸内の島々を元気に！香川の魅力と資源を明らかに！じいさま、ばあ

さまの笑顔を見よう！と2010年に始まった瀬戸内国際芸術祭も、いよいよ4回目を迎えました。

　この間、会期が3シーズンになり、中西讃の5島が会場に加わるなど進展がありましたが、当初考え

たように国内外のアーティストたちは、穏やかで豊かな島の特徴を捉え、かつて海を自在に動き日本

列島のコブクロであった瀬戸内海の素晴らしさを世界に伝えてくれました。また作品の魅力もさる

ことながら、アートが持つ人と人をつなげる力は、思いもしない共感を呼び、100万人を超える来島

者、1万人近いサポーターが参集する世界でも類を見ない明るい楽しい祭りとなりました。

　外国人観光客のおびただしい増加、地域づくりの新しい展開は、この国を代表する芸術祭となっ

て、ますます多くの人を引きつけています。

　この海と土地が持つ、食や産物や集落は強い発信力を持つようになりましたが、この間、芸術

祭を支え、多くの来場者に温かく接してくださった県民、企業、サポーター、スタッフの方々に感謝

いたします。

　瀬戸内国際芸術祭に来ることが、明るい希望となり、それぞれの地域の展望につながっていくこと

を期待するしだいです。これまで以上に楽しい芸術祭にしていきます。

特集
1



レアンドロ・エルリッヒ「Six Cycles」
©How Art Museum（参考画像）
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「
こ
れ
だ

け
広
範
囲

に
展
開
し

て
い
る
芸

術

祭

は
、

世
界
で
も

こ
こ
だ
け
。
地
域
を
生
か
し
た
作

品
が
多
く
、
地
元
に
こ
ん
な
芸
術

祭
が
あ
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
」

と
瀬
戸
芸
の
印
象
を
話
し
て
く
れ

た
南
条
嘉
毅
さ
ん
は
坂
出
市
出
身

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
訪
れ
た
場
所

の
歴
史
や
文
化
、
日
常
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
分
析
し
、
そ
の
土

地
で
採
取
し
た
土
を
持
ち
帰
っ
て

作
品
に
落
と
し
込
み
ま
す
。
今
回

初
め
て
沙
弥
島
に
作
品
を
出
展
し

ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
一
雫
の
海
」
。
製

塩
業
が
盛
ん
だ
っ
た
坂
出
の
広
大

な
田
園
風
景
の
写
真
を
ヒ
ン
ト
に
、

海
水
を
通
し
て
砂
の
大
地
と
結
晶

の
世
界
を
つ
く
り
、
長
い
年
月
を

か
け
た
洞
窟
の
よ
う
な
作
品
に
仕

上
げ
ま
す
。
制
作
に
あ
た
り
、
昔

製
塩
業
を
営
ん
で
い
た
地
元
の
夫

婦
に
当
時
の
様
子
を
取
材
し
、
「
資

料
に
は
な
い
生
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間

で
し
た
」
と
さ
ら
に
作
品
へ
の
イ

メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

夏
会
期
の
期
間
中
に
は
坂
出
市

民
美
術
館
で
個
展
を
予
定
し
て
お

り
、
精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
る

南
条
さ
ん
。
「
今
、
私
た
ち
が
踏
み

し
め
て
い
る
地
面
は
、
長
い
年
月

を
積
み
重
ね
て
で
き
た
も
の
で
す
。

作
品
を
見
て
、
地
元
の
歴
史
や
文

化
に
思
い
を
は
せ
て
く
れ
れ
ば
」

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

沙
弥
島
は
今
回
で
3
回
目
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
島
の
人
た
ち

か
ら
も
「
お
か
え
り
」
や
「
ま
た
、

そ
ら
あ
み
を
編
ま
な
い
か
ん
の

や
」
な
ど
、
親
し
み
を
込
め
て
声

を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
島
の
人
た
ち
の
声
を
聞

く
と
、
ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
き
た

よ
う
で
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
香
川
を
訪
れ
た
時
、

瀬
戸
内
の
多
島
美
に
魅
せ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
夕
方
の
景
色
は

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

　

島
の
漁
師
の
「
海
が
あ
れ
ば

生
き
て
い
け
る
」と
い
う
言
葉
が

印
象
的
で
、
船
か
ら
見
た
瀬
戸

内
の
島
々
は
海
で
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
沙
弥
島
、

瀬

居

島
、
与

島
、
岩

黒

島
、

櫃
石
島
の
5
島
で
漁
網
を
編
む

こ
と
で
、
人
と
人
、
海
や
島
の

記
憶
を
つ
な
ぎ
、
作
品
を
通
し

て
刻
一
刻
と
変
化
す
る
島
の
風

景
、
海
と
島
の
つ
な
が
り
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ら
あ
み
の
作
品
制
作
は
こ

れ
か
ら
本
番
で
す
。
3
月
3
日

か
ら
五
つ
の
島
を
順
番
に
巡
り
、

漁
網
を
編
む
「
そ
ら
あ
み
ツ

ア
ー
」
を
行
い
ま
す
。
秋
会
期

は
本
島
に
渡
り
、
塩
飽
諸
島
や

高
見
島
、
佐
柳
島
、
志
々
島
、
粟

島
で
つ
く
ら
れ
た
漁
網
を
連
結

し
、さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
ま

す
。秋
会
期
も
ツ
ア
ー

を

検

討

し
て
い
ま

す

の

で
、

私
た
ち
と

そ
ら
あ
み

を
作
り
た

い

方

は
、

ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ

さ
い
。

　

全
て
の
会
期
で
利
用
で
き
る
「
3

シ
ー
ズ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
4
月
25

日
ま
で
前
売
り
価
格
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
通
常
4
8
0
0
円
の
パ
ス

ポ
ー
ト
が
、
3
8
0
0
円
と
断
然
お

得
で
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
ほ
か
各
種
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
や
旅
行
会
社
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

購
入
場
所
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
前
売
り

券
は
、
一
部
の
窓
口

販
売
以
外
で
は
引
換

券
の
販
売
に
な
り
ま
す
。
会
期
中

に
高
松
港
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

案
内
所
で
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

　

会
期
中
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す

る
と
、
次
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

開
幕
ま
で
残
り
わ
ず
か
。
早
め
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

「そらあみ」で島をつなぐ 五十嵐靖晃さん

一雫の海（参考画像）

　ワン・ウェンチー（王文志）「小豆島の恋」

（参考画像）

ベアトリス・ミリャーゼス「Yellow Flower Dream」
Photo：Yoshikazu Inoue

大岩オスカール「大岩島2」（参考画像）

井筒耕平／会田大也（参考画像）

村山悟郎（参考画像）

瀬戸内国際芸術祭2019　春会期開幕直前

県出身アーティストが沙弥島に初出展
瀬戸内国際芸術祭2019（春会期）　

主なアーティスト・プロジェクト紹介

問
い
合
わ
せ
先

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
推
進
課

　
　
　
　
　 

☎
0
8
7
｜
8
1
3
｜
0
8
5
3

検
　索

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
9

・
有
料
イ
ベ
ン
ト
の
割
引

・
高
松
港
の
専
用
駐
車
場
が
無
料

　
（
3
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
は
2
回
、
会
期
限

　
定
パ
ス
ポ
ー
ト
は
1
回
無
料
）

・
香
川
県
・
岡
山
県
の
文
化
施
設
や

飲
食
店
な
ど
で
の
割
引

　
（
割
引
が
受
け
ら
れ
る
施
設
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
に
掲
載
）

事前にパスポート購入を

前売りは

4月25日まで

開催間近！

直　島　直島女文楽

豊　島　井筒耕平／会田大也

小豆島　ワン・ウェンチー（王文志）

女木島　レアンドロ・エルリッヒ

男木島　村山悟郎

大　島　鴻池朋子

犬　島　犬島「家プロジェクト」A邸

　　　　ベアトリス・ミリャーゼス「Yellow Flower Dream」

高松港周辺　金氏徹平

宇野港周辺　nomad note dance

沙弥島　大岩オスカール

春会期のみ

Photo：Yasuaki Igarashi

Photo：Jun.Hayashi

ひ
と

し
ず
く

特集
1
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さ
ぬ
き
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

「
し
っ
ぽ
の
森
」
は
、
犬
、
猫
の
譲

渡
の
推
進
や
動
物
愛
護
精
神
の
普

及
啓
発
、
動
物
か
ら
人
に
感
染
す

る
病
気
へ
の
対
応
や
災
害
時
の
動

物
対
策
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
3
月

10

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
が
県
民
に
愛
さ
れ
、
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
親
し
み

や
す
い
愛
称
を
募
集
し
、
た
く
さ
ん

の
応
募
の
中
か
ら
、「
し
っ
ぽ
の
森
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

し
っ
ぽ
の
森
は
、
県
内
の
保
健

所
に
収
容
さ
れ
た
犬
や
猫
の
中
で
、

新
た
な
飼
い
主
へ
譲
渡
が
可
能
と

判
断
さ
れ
た
犬
や
猫
を
集
め
、
譲

渡
会
を
毎
週
末
に
開
催
し
、
新
た

な
飼
い
主
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。
新
し
い
飼
い
主
が
譲
渡

さ
れ
た
犬
や
猫
を
適
切
に
飼
育
で

き
る
よ
う
に
健
康
管
理
や
不
妊
去

勢
手
術
の
ほ
か
、
基
本
的
な
し
つ

け
も
行
い
ま
す
。

　

犬
や
猫
を
飼
っ
て
み
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込

み
、
譲
渡
前
講
習
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
講
習
会
で
は
、
譲

渡
犬
猫
の
ほ
と
ん
ど
が
野
良
犬
、

野
良
猫
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

飼
育
す
る
上
で
の
注
意
事
項
や
し

つ
け
の
徹
底
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

犬
や
猫
の
引
き
取
り
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
県
内
各
保
健
所
で
行
い

ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
保
健

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

譲渡会で猫と触れ合う

「しっぽの森」全景

　県と高松市が共同で整備を進めてきた動物愛護

センター「しっぽの森」が、3月10日、高松市東植田町

の公渕森林公園隣接地にオープンします。少子高齢

化や核家族化が進む中、犬や猫などのペットの存在

感はますます大きくなる一方、動物の遺棄・虐待、野

良犬や野良猫の増加によるトラブルなどが後を絶ち

ません。近年、県内の犬や猫の殺処分数は減少して

いるものの、全国ワースト上位です。県と高松市は、

「しっぽの森」を拠点に、犬・猫の譲渡や動物愛護の

取り組みを進めていきます。

人と動物が共生する社会へ

さぬき動物愛護センター 「しっぽの森」 3月10日

オープン
啓
発
と
譲
渡
の
新
拠
点

特集
2

飼い主のわからない犬猫、やむを得ない理由で飼えなくなった犬猫

県内の各保健所
収容した犬猫を一時的に

管理、譲渡適性判断

センターは犬猫の

引き取りを行いません

譲渡前の講習、不妊・去勢手術など

引き取り

殺処分

さぬき動物愛護センター

「しっぽの森」

譲 渡

センター開所後の譲渡の流れ

× 新しい飼い主（　　　　　　）
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し
っ
ぽ
の
森
は
、
犬
や
猫
の
譲
渡

と
合
わ
せ
て
動
物
愛
護
の
拠
点
と
し

て
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
犬

や
猫
の
飼
い
方
や
し
つ
け
方
な
ど
の

講
習
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
子
ど
も

向
け
の
体
験
学
習
や
動
物
愛
護
教
室

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
た
譲
渡
会
や
、
人
材
育

成
に
関
す
る
研
修
会
、
講
習
会
も
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

　

動
物
か
ら
人
に
感
染
す
る
病
気

の
調
査
、
研
究
お
よ
び
情
報
発
信

な
ど
の
ほ
か
、
災
害
時
の
対
策
と

し
て
、
飼
い
主
に
災
害
に
備
え
た

日
頃
の
準
備
と
心
構
え
を
周
知
し

た
り
、
動
物
用
災
害
物
資
の
備
蓄

な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

し
っ
ぽ
の
森
に
は
、
大
型
液
晶
モ

ニ
タ
ー
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
動
物
の

正
し
い
飼
い
方
や
し
つ
け
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
、
動
物
に
関
す

る
知
識
や
動
物
愛
護
に
つ
い
て
学
べ

る
コ
ー
ナ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
情
報
交
換
が
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
は
1
0
0
人
収
容
可

能
で
、
譲
渡
前
講
習
や
体
験
学
習
、

動
物
愛
護
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
し

つ
け
教
室
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
譲
渡
の
適
性
が
あ
る

犬
や
猫
を
最
大
90

頭
収
容
で
き
る

譲
渡
動
物
室
や
検
疫
室
、
犬
猫
を

洗
っ
た
り
、
毛
を
カ
ッ
ト
す
る
ト

リ
ミ
ン
グ
ル
ー
ム
、
新
し
い
飼
い

主
と
動
物
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
の
ほ
か
、

不
妊
去
勢
手
術
を
行
う
手
術
室
・

診
察
室
を
設
置
。
屋
外
に
は
、
受

け
付
け
を
す
れ
ば
飼
い
犬
を
放
し

て
自
由
に
遊
べ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
や

ふ
れ
あ
い
広
場
も
完
備
し
て
お
り
、

犬
猫
に
優
し
い
施
設
で
す
。

　

犬
猫
の
鳴
き
声
や
に
お
い
に
つ

い
て
も
、
防
音
・
遮
音
効
果
が
高
く
、

脱
臭
機
能
を
備
え
た
設
備
を
設
置

す
る
な
ど
対
策
も
万
全
。
そ
の
他
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ

ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
地
球
環

境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
度
に
県
内
の
保
健
所

に
収
容
さ
れ
た
犬
は
2
4
6
7
頭
、

猫
は
1
0
6
5
匹
で
、
そ
の
う
ち
殺

処
分
さ
れ
た
犬
は
1
7
1
1
頭
、
猫

は
6
5
7
匹
で
す
。
収
容
数
や
殺
処

分
数
は
年
々
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
他

県
と
比
べ
て
収
容
数
は
多
く
、
殺
処

分
数
、
殺
処
分
率
は
全
国
で
ワ
ー
ス

ト
上
位
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
収
容
さ
れ
る
犬
や
猫
の
多

く
は
野
良
犬
や
野
良
猫
で
す
。
原
因

と
し
て
は
、
温
暖
な
気
候
や
住
宅
地

と
野
山
が
近
い
こ
と
、
野
良
犬
、
野

良
猫
へ
の
無
責
任
な
え
さ
や
り
行
為

が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
、
繁
殖
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
ま
す
。
無
責
任
な
え
さ
や
り
が
、

犬
や
猫
に
よ
る
近
隣
住
民
へ
の
危
害

や
糞
尿
被
害
を
招
き
、
個
体
の
栄
養

状
態
が
良
く
な
る
こ
と
で
繁
殖
が
進

み
、
野
良
犬
や
野
良
猫
の
増
加
、
さ

ら
に
は
収
容
数
や
殺
処
分
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
に
収
容
・
殺
処
分
さ
れ
る

犬
や
猫
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、

新
た
な
野
良
犬
や
野
良
猫
を
増
や

さ
な
い
こ
と
、
現
在
飼
っ
て
い
る
犬

や
猫
を
責
任
を
持
っ
て
飼
育
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
県
と
高
松
市

は
、
さ
ぬ
き
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

「
し
っ
ぽ
の
森
」
を
中
心
に
犬
や
猫

の
譲
渡
の
推
進
お
よ
び
動
物
愛
護

の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
き
、
収

容
、
殺
処
分
さ
れ
る
犬
や
猫
が
減

り
、
人
と
動
物
が
共
生
し
、
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

　

2000
（頭・匹）

（年度）

殺処分

4450

3975 3969

2954

2368

引き取り

4720
4575

4688

3896

3532

3000

2013 14 15 16 17

4000

5000

ふれあいルーム

さぬき動物愛護センター

「しっぽの森」

高松市東植田町　香川県公渕森林公園隣接地

保健所に収容された犬、猫の殺処分および引き取りの推移

トリミングルーム 手術室

ふれあい広場

ドッグラン

情報コーナー 多目的ホール

譲渡動物室

譲渡会

問
い
合
わ
せ
先

生
活
衛
生
課 

☎
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8
7
｜
8
3
2
｜
3
1
7
9

検
　索

さ
ぬ
き
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

誰
も
が
気
軽
に
利
用
可
能

収
容
・
殺
処
分
数
の

減
少
に
向
け
て

動
物
や
環
境
に
配
慮

人と動物が共生する社会へ

センター本棟 野外施設

2,743㎡

犬60頭、猫30匹

8時30分～17時15分

月曜日

敷地面積

犬猫収容数

開所時間

定 休 日

特集
2

●

さぬき動物愛護センター

「しっぽの森」

●

10

13

42

30
三木町立氷上小三木町立氷上小

香川県公渕森林公園

公渕池

香川県公渕森林公園

公渕池

☎087 ｜849 ｜1011（※3月10日以降）



　

4
月
1
日
か
ら
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
郷
東
町

5
8
7
―
1
3
8
）
で
、
混
雑
緩

和
と
遠
方
か
ら
の
更
新
者
へ
の
配

慮
を
目
的
に
、優
良
運
転
者
（
ゴ
ー

ル
ド
免
許
取
得
者
）
の
更
新
受
け

付
け
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
平
日
・
日
曜
日
の
午
前
中
の

み
で
し
た
が
、
午
後
か
ら
も
更
新
手
続
き
が

受
け
付
け
可
能
に
な
り
ま
す
。
講
習
が
必
要

な
一
般
・
違
反
運
転
者
や
初
め
て
更
新
す
る

方
は
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

障
害
福
祉
課
　  

☎
0
8
7
―
8
3
2
―
3
2
9
4

ゴールド免許の
更新が便利に！

（
午
後
）
　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

平
　
日
　
月
〜
金（
休
日
を
除
く
）

日
曜
日
　（
午
前
）　
8
時
30
分
〜
9
時
30
分

　
　
　
　（
午
後
）
　
13
時
〜
14
時

新新

ゴールド免許の
更新が便利に！

（
午
前
）　
9
時
〜
10
時
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さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
が
開
園

25
周
年
を
迎
え
る
2
0
2
0
年

度
を
前
に
、
今
年
4
月
、
児
童

館
内
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
投
影
で

き
る
星
の
数
は
約
1
億
個
、

8
K
相
当
の
解
像
度
を
誇
る
デ

ジ
タ
ル
映
像
と
い
う
国
内
最
高

水
準
機
種
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

に
導
入
。
圧
巻
の
星
空
や
宇
宙

の
神
秘
を
体
感
で
き
る
空
間
と

し
て
、
4
月
16
日
か
ら
一
般
公

開
の
予
定
で
す
。

　

一
般
公
開
に
先
立
ち
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念

し
て
、
14
日
に
は
毛
利
衛
宇
宙

飛
行
士
の
講
演
会
「
宇
宙
か
ら

の
贈
り
も
の
」
を
開
催
し
ま
す
。

宇
宙
飛
行
士
と
し
て
の
経
験
を

通
し
て
、
果
て
し
な
く
広
い
宇

宙
の
こ
と
、
夢

を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ

な

ど

を
語
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
毛
利
さ
ん
へ
の

質
疑
応
答
タ
イ
ム
な
ど
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
小
学
生
以
上
で
す
。
小
さ
な
子
ど

も
連
れ
や
途
中
入
退
場
の
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
講
演
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
（
こ
ど
も
劇
場
・
当
日
受
け

付
け
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
と
フ

リ
ガ
ナ
・
子
ど
も
の
学
年
・
住
所
・
日
中
連

絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次
の

い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
同
一

世
帯
以
外
の
方
と
の
連
名
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
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「
香
川
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
条
例
」

が
施
行
さ
れ
て
1
年
。
こ
の
条
例
は
、
全
て

の
県
民
が
障
害
の
あ
る
な
し
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
、
支
え
あ
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

「
盲
導
犬
を
連
れ
て
の
飲
食
店
の
利
用
を

制
限
さ
れ
た
」「
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
こ
と

で
研
修
会
の
受
講
を
受
け
付
け
て
も
ら
え
な

か
っ
た
」「
知
的
障
害
の
あ
る
人
が
賃
貸
住

宅
の
利
用
を
断
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
相
談
ご

と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
県
の
相

談
窓
口
も
し
く
は
各
市
町
の
障
害
福
祉
担
当

課
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、「
こ

ん
な
場
合
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か
」
な

ど
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
合
理
的
配
慮

の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
事
業
者
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
条
例
や
障
害
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
障
害
の
あ
る
人
に
適
切
な
配

慮
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
さ
べ
か
い
（
障

害
者
差
別
の
解
消
）・
と
も
い
き
（
共
生
社

会
の
実
現
）
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
参
加
人
数
が

10
人
以
上
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
集
会
・

会
合
な
ど
に
講
師
と
し
て
県
職
員
を
無
料
で

派
遣
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
が
目
指
す
障
害
者
差
別
の
解
消
と
共

生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
あ
な
た
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

県
が
2
0
1
4
年
7
月
に

開
設
し
た
「
高
齢
者
い
き
い
き

案
内
所
」
は
、
豊
富
な
知
識

や
経
験
を
生
か
し
て
社
会
参

加
や
地
域
支
援
に
関
わ
る
高

齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
専
属

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
常
駐
し
、

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
の

情
報
提
供
や
橋
渡
し
を
通
じ

て
、
生
き
が
い
づ
く
り
も
支
援
。
開
設
か
ら

4
年
が
経
過
し
、
現
在
登
録
者
は
約
3
0
0

人
で
、
男
性
の
活
躍
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

保
育
所
や
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
な
ど
で
の「
読

み
聞
か
せ
」
「
傾
聴
」
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
依
頼
が
多
い
ほ
か
、
地
域
の
居
場
所

や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
も
含
め
て
、
活
動

の
場
は
7
0
0
件
近
く
に
上
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
人
に
向

け
た
各
種
養
成
講
座
を
開
催
。
何
気
な
い
お

し
ゃ
べ
り
か
ら
専
門
知
識
を
生
か
し
た
活
動

ま
で
、「
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
」か
ら
始
め

ら
れ
ま
す
。
一
人
一
人
の
希
望
に
合
わ
せ
た

活
動
の
場
を
紹
介
し
、
実
際
の
活
動
が
始
ま
っ

て
か
ら
も
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
参
加
に
興
味
が
あ

る
、
地
域
で
活
躍
し
た
い
、
社
会
の
役
に
立

ち
た
い
、
定
年
後
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
考

え
た
い
│
。「
高
齢
者
い
き
い
き
案
内
所
」
で
、

そ
ん
な
思
い
を
形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

o
u
b

o
4
2
9

@
sa

n
u

k
i.o

r.jp

ボランティアの養成講座

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
社
会
対
策
課
　  

☎
0
8
7
―
8
3
2
―
3
2
6
4

検
　索

生
き
が
い
情
報
ひ
ろ
ば

検
　索

三
豊
　
香
川
県
警
察

☎
0
8
7

｜

8
6
1

｜

0
5
4
6
　

F
A
X 

0
8
7

｜

8
6
1

｜

2
6
6
4

高
齢
者
い
き
い
き
案
内
所
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

※
各
市
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
政
策
課
　  

☎
0
8
7
―
8
3
2
―
3
2
8
2

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

☎
0
8
7
―
8
7
9
―
0
5
0
0

検
　索

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
企
画
課
　 

 

☎
0
8
7
―
8
3
3
―
0
1
1
0

問
い
合
わ
せ
先

障
害
福
祉
課
　
　  

☎
0
8
7
―
8
3
2
―
3
2
9
1

検
　索

香
川
県
　
さ
べ
か
い
と
も
い
き

問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部 

運
転
免
許
課
　
　  

　
　
　
　
　
　
☎
0
8
7
―
8
8
1
―
0
6
4
5

検
　索

運
転
免
許
　
香
川
県
警
察

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー

☎
0
8
7

｜

8
6
7

｜

2
6
9
6
　

F
A
X 

0
8
7

｜

8
6
7

｜

3
0
5
0

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
0
8
7

｜

8
3
3

｜

5
5
6
0

小
豆
総
合
事
務
所
　
　
　
☎
0
8
7
9

｜

6
2

｜

1
3
7
3

東
讃
保
健
福
祉
事
務
所
　
☎
0
8
7
9

｜

2
9

｜

8
2
6
3

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
　
☎
0
8
7
7

｜

2
4

｜

9
9
6
3

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
　
☎
0
8
7
5

｜

2
5

｜

2
0
5
2

高
松
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
0
8
7

｜

8
3
9

｜

3
8
0
1

　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
必
須
・
途
中
入
退
場
不
可
）

4
月
14
日（
日
）
14
時
20
分
〜
16
時

日
　
時

場
　
所

対
　
象

1
8
0
人
（
事
前
申
し
込
み
・
抽
選
）

参
加
無
料

定
　
員

〜
3
月
15
日（
金
）

申
込
期
間

障
害
の
あ
る
人
に
配
慮
を

障
害
の
あ
る
人
に
配
慮
を

障
害
福
祉
相
談
所

☎
0
8
7
5

｜

7
2

｜

0
1
1
0
　

三
豊
市
高
瀬
町
下
勝
間
2
3
3
5
番
地
1

（
四
国
学
院
大
学
香
川
西
高
校
軟
式
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
）

県

の

相

談

窓

口

香川県ゲートキーパー
推進キャラクター「きーもん」

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
平
日
9
時
〜
16

時
30

分

小
豆
総
合
事
務
所
　
　
平
日
8
時
30

分
〜
17

時

そ
の
他
の
窓
口
　
　
　
平
日
8
時
30

分
〜
17

時
15

分

（
従
来
と
同
じ
）

　

庁
舎
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、三
豊
警
察

署
が
新
庁
舎
に
移
転
し
、３
月
25
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

「
県
民
へ
の
安
全
・
安
心
の
提
供
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、相
談
室
を
拡
充
し
た
ほ
か
、防
災

拠
点
と
し
て
災
害
対
策
室
の
設
置
や
非
常
用

発
電
機
の
強
化
を
行
う
な
ど
、防
災
機
能
を

付
加
。庁
舎
は
車
い
す
対
応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
で
、利
用

者
の
利
便

性
向
上
に

配
慮
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
現

在
の
庁
舎

は
新
庁
舎

の
業
務
開

始
を
も
っ

て
閉
庁
し

ま
す
。

3月25日から

新庁舎へ
市役所近くに移転

三豊警察署

受付時間

あなたの笑顔が

見たい

大黒明美さん（高松市）

　退職後に「何かできないか…」と考えて

いた時、新聞で「いきいき案内所」のこと

を知り、誰にでもできることがあるという

言葉に背中を押されて即電話しました。

　2014年、傾聴ボランティア養成講座を

受講し、保育士としての経験を生かして保

育所の子育て支援から活動をスタート。身

内がお世話になった高齢者施設への恩返

しから始めた傾聴ボランティアも、形を変

えながら4年近く続けています。

　現在はサービス付き高齢者向け住宅で

の傾聴活動が中心です。入居者の話し相

手を務めているうちに会話に参加してく

る人が増えて、大いに盛り上がることも。

それまでは硬かった表情が和らぐ様子を

見ると、わずか1時間でもこれほど喜んで

もらえてよかったと思うんです。

　コーディネーターのサポートが手厚く、

何でも相談できるのも心強いところ。参加

方法や活動エリア、ペースなどは希望に合

わせて調整してもらえるので、自分が行け

る時や行きたい時にできるのが、継続の

ポイントですね。楽しく無理なく続けなが

ら、充実した毎日を過ごしています！

　

警
察
庁
の
自
殺
統
計
（
速
報
値
）に
よ
る
と
、

2
0
1
8
年
の
自
殺
者
数
は
全
国
で
2
万
人

を
超
え
、
県
内
で
も
1
5
7
人
が
尊
い
命
を

自
ら
断
っ
て
い
ま
す
。
16
年
に
改
正
施
行
さ
れ

た
自
殺
対
策
基
本
法
で
自
殺
対
策
強
化
月
間

が
新
た
に
規
定
さ
れ
、18
年
3
月
に
は
県
が「
い

の
ち
支
え
る
香
川
県
自
殺
対
策
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

自
殺
は
誰
も
が
当
事
者
と
な
り
得
る
重
大

な
問
題
で
す
。
周
り
に
悩
み
を
抱
え
た
方
が
い

る
場
合
に
は
、
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
家
に
つ
な
ぎ
、
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
を
抱
え
た
人
が
必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
県
内
各
地
に「
こ
こ
ろ
の
電
話
相

談
」の
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。「
話
す
」こ
と

は
、
不
安
を
「
離
す
」
始
ま
り
で
す
。
悩
み
が
あ

る
場
合
は
、と
に
か
く
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●

●

●
●

●

高瀬
中学校 至琴平

至詫間

高瀬高校

三豊
市役所

JR高瀬駅

爺神山

至善通寺

高瀬川

至観音寺

国市池

新「三豊警察署」

三観広域
北消防署
三観広域
北消防署

四国学院大学
香川西高校
四国学院大学
香川西高校

イメージ図

だいこく

毛利衛さんが語る

宇宙のロマン

「何かしたい」が参加の第一歩

ボランティアに登録を

毛利衛 宇宙飛行士 ©NASA

一
人
で
悩
ま
な
い
で

3
月
は
自
殺
対
策

強
化
月
間

新
所
在
地

さぬきこどもの国

スペースシアター リニューアル記念講演



香川産業頭脳化センタービル
（インキュベート施設）

貸室概要

入居条件

区　分 インキュベータルーム※

月額1,500円/㎡

なし 賃料の3カ月分

月額1,000円/㎡

月額2,400円/㎡

リサーチルーム

賃　料

敷　金

共益費

913 THE かがわ  March  2019 12 THE かがわ  March  2019

せ
ん 

て
つ

い　

が
た

キ
ャ
ド

い　

も
の

INFO

挑戦する

　

銑
鉄
や
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
を
一
定
の

配
合
で
混
ぜ
、
電
気
炉
で
高
温
溶
解
し
た

も
の
を
鋳
型
に
流
し
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
に
成
型
加
工
す
る
「
銑
鉄
鋳
物
」
。
自

動
車
や
建
設
機
械
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
機
械

か
ら
フ
ラ
イ
パ
ン
の
よ
う
な
日
用
品
ま

で
、
至
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
鋳
造
は
特
に
「
少
量
多
品
種
」
を

得
意
と
し
、
年
間
2
千
種
以
上
、
月
間
3

万
ピ
ー
ス
を
生
産
出
荷
。
1
ピ
ー
ス

1
0
0
㌘
か
ら
5
㌧
ク
ラ
ス
ま
で
、
ど
ん

な
大
き
さ
も
形
も
手
掛
け
る
対
応
力
の
高

さ
を
武
器
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　

鋳
造
の
現
場
は
一
見
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

す
が
、
実
は
不
良
品
に
つ
な
が
る
要
因
が

非
常
に
多
く
、
ま
た
、
そ
の
日
の
気
温
や

湿
度
ま
で
も
が
品
質
に
影
響
す
る
繊
細
な

作
業
で
す
。
多
く
の
不
良
要
因
を
一
つ
一

つ
ク
リ
ア
し
て
よ
う
や
く
顧
客
の
求
め
る

品
質
基
準
に
応
え
ら
れ
る
、
厳
し
い
世
界
。

同
社
は
3
D
ー

C
A
D
（
三
次
元
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
設
計
シ
ス
テ
ム
）
に
よ

る
凝
固
解
析
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
不
良
品
を
「
出
さ

な
い
」
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
毎
週
品

質
会
議
を
開
き
、
万
一
不
良
品
が
出
た
時

は
検
証
と
再
発
防
止
を
徹
底
。
現
在
、

不
良
品
は
通
期
で
1
・
5
％
以
下
で
す

が
、
目
標
は
1
％
未
満
と
い
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
製
品

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
つ
つ
、
技
術
レ
ベ
ル
を

磨
き
な
が
ら
、
現
在
の
主
軸
で
あ
る
「
建

設
機
械
向
け
製
品
」
「
射
出
成
型
機
向
け

製
品
」
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
大
き
い

柱
を
打
ち
立
て
た
い
と
模
索
中
で
す
。

　

1
9
7
3
年
頃
に
は
県
内
に
鋳
造
業
が

約
40
社
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
現
在
は
10

社
以
下
。
担
い
手
不
足
も
課
題
と
な
る
中

で
、
同
社
は
順
調
に
採
用
・
育
成
を
進
め
、

厚
い
若
手
層
を
育
ん
で
い
ま
す
。
「
若
い
人

が
増
え
た
の
は
当
社
の
強
み
。
『
3
K
』
と

敬
遠
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
べ
く
、

作
業
環
境
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
代
表
取
締
役
社
長

の
仲
井
豊
さ
ん
。

　

1
9
9
7
年
に
高
松
市
内
か
ら
現
在
の

場
所
に
社
屋
を
全
面
移
転
し
た
際
、
新
工

場
で
特
に
重
視
し
た
の
は
、
溶
湯
（
溶
け
て

液
体
と
な
っ
た
金
属
）
の
温
度
が
1
5
0

0
度
に
も
な
る
電
気
炉
が
稼
働
す
る
、
工

場
内
の
暑
さ
対
策
で
し
た
。
屋
根
を
高
く

し
て
熱
気
を
上
に
逃
が
す
と
と
も
に
、
高

所
に
備
え
た
窓
の
お
か
げ
で
工
場
内
は
以

前
よ
り
は
る
か
に
明
る
く
快
適
に
。
肉
体

労
働
に
頼
っ
て
い
た
作
業
に
は
自
動
化
ラ

イ
ン
を
導
入
し
、
機
械
操
作
で
動
か
す
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
経
験
の
浅
い
若
手
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
手
掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

環
境
改
善
に
取
り
組
む
一
方
、
「
機
械

化
が
進
ん
で
も
人
の
手
が
欠
か
せ
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
人
づ
く
り
も
着
実

に
進
め
て
い
ま
す
」
と
営
業
部
課
長
の
黒

田
哲
哉
さ
ん
。
製
造
部
の
木
村
賢
太
郎
さ

ん
は
入
社
5
年
目
、
未
経
験
な
が
ら
も
の

づ
く
り
に
興
味
が
あ
っ
て
飛
び
込
み
、
鋳
造

の
全
て
を
知
り
た
い
と
各
部
署
で
経
験
を

積
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
「
私
が
入
社
し
た
頃

と
比
べ
て
も
、
現
場
の
意
識
は
か
な
り
向

上
し
て
い
ま
す
。
同
じ
品
物

で
不
良
品
は
二
度
と
出
さ
な

い
と
い
う
意
気
込
み
が
あ

り
、
チ
ー
ム
一
丸
で
取
り
組

む
熱
い
空
気
を
感
じ
ま
す
」
。

　

高
い
品
質
管
理
意
識
と
技

術
力
、
そ
し
て
現
場
の
熱
い

心
。
3
人
の
言
葉
か
ら
は
、

「
顧
客
と
二
人
三
脚
の
も
の

づ
く
り
」
の
原
動
力
が
垣
間

見
え
ま
し
た
。

現
場
一
丸
の
熱
い
心
で
挑
む

大
胆
か
つ
繊
細
な
鋳
造
の
世
界

不
良
品
は
1
・
5
％
以
下
！

作
業
環
境
を
刷
新

若
手
中
心
の
体
制
へ

　モットーは「小回りと機動力で顧客

ニーズに柔軟に応える」。若手を中心

とするフレッシュな体制のもと、徹底

した品質管理と現場の意識改革で、

さらに大きく飛躍しつつある香川の

ものづくり企業を紹介します。

問い合わせ先

（公財）かがわ産業支援財団 取引支援課
 ☎087ー868ー9904

　（公財）かがわ産業支援財団　施設管理課　
☎087ー869ー3700　　
https://www.kagawa-isf.jp

黒田さん、仲井社長、木村さん（左から）　　　　

貸室例（24.18㎡）　　　

クレーン部品

産業用ロボット部品

射出成型機部品

12

住 所

創 業

香川鋳造株式会社

さぬき市末371-7
1964年

 

☎087ー894ー7775
http://kagawa-chuzo.jp/

　創業・ベンチャー育成や新事業展開を支援する拠点施

設です。創業・事業化だけでなく技術・経営相談などの支

援が手軽に活用できる

ほか、銀行・郵便局も入

居し利便性抜群。随時入

居者を募集しています

ので、お気軽にお問い

合わせを。

●個別空調・機械警備付き
●24時間365日施設利用可能
●貸室25㎡当たり駐車場１台分無料
●会議室・研修室の利用料金２割引き

24.18～324㎡の37室（全室OAフロア）

※創業期の方対象

高松市林町2217-15

(高松中央ICから車で約5分)

ちゅうぞう
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県農業試験場

　「さぬきのめざめ」は、県農業試験場が開発

し、2005年に品種登録された県オリジナルの

アスパラガス。他の品種より芽が早く出ること

からその名が付けられました。ヨーロッパでは

日常的に食卓に並ぶ野菜で、春になると収穫祭が行われるほどの人気です。

春の訪れとともに、香川の食卓にも「さぬきのめざめ」が並び始めます。

　皆さんが普段食べているアスパラ

ガスは芽の部分です。アスパラガスを

収穫せずに育て続けると、高さ2㍍以

上の木になり、赤い実をつけます。ヨーロッパは新芽が出る

春のみ収穫しますが、日本の暖かい地方ではハウス栽培が

主流で、親茎を育ててからその根元に生えてくる芽を収穫

するため、長い期間収穫することができます。

　「さぬきのめざめ」は、香川県がブランド化した

アスパラガスです。通常より長く伸ばしても収穫

できるため、50㌢を超えたものも出回っていま

す。収穫直後であれば、生で食べられるほど、甘

みとサクッとした食感が口の中に広がります。長

くなっても根元まで柔らかくみずみずしいのも

魅力で、東京や大阪などにも出荷しています。

　露地栽培が可能なため、稲作の代わりに導入

された県内のアスパラガス。その生産のほとんど

は緑ですが、ヨーロッパでは日光を当てずに栽培

した白が主流です。ドイツのお店にホワイトアス

パラガスが並ぶ風景は、春の風物詩です。

紫色のアスパラ

ガスもあります

が、生産量が少

なく、主にレスト

ランなどで使わ

れています。

もの知り
博士

さぬきのめざめ（アスパラガス）12

長くなっても収穫可能

綾川町北1534－1　☎087－814－7311

ヨーロッパは白が人気

アスパラガスは木になる？アスパラガスは木になる？

西宮ストークス 高松市総合体育館

高松市香川総合体育館熊本ヴォルターズ 27日（水）19時

 17日（日）

※試合日程などは変更になる場合があります。　

問い合わせ先 交流推進課　☎087－832－3055

日　　時 対戦相手

香川ファイブアローズ 3月試合日程

18時

13時

 16日（土）

カマタマーレ讃岐 3月試合日程
日　　時

会　　場

会　　場対戦相手

いわてグルージャ盛岡

ブラウブリッツ秋田

うどん柄名刺入れ

10日（日）13時

17日（日）13時
Pikaraスタジアム

　2019明治安田生命J3リーグがまもなく開幕。

新体制でシーズンを迎えるカマタマーレ讃岐の開

幕戦は3月10日（日）。1年でのJ2復帰を目指し、ま

ずはホームPikaraスタジアムで、いわてグルージャ

盛岡を迎え撃ちます。

　Pikaraスタジアムへは、JR高松駅・丸亀駅から

シャトルバスが運行されます。運行情報など詳し

くは、カマタマーレ讃岐のホームページでご確認

ください。

　香川県を元気にするため、自分

が在籍している間に何ができるの

かを考え、少しでもそのお手伝い

ができればと思っています。

　地域の皆さまに少しずつでも応

援いただけるようなチーム、クラ

ブになればと思います。ファン・サポーターの皆さま、

スポンサー様の応援やクラブに関わる全ての皆さまの

期待に応え、日々努力していきたいと思います。

　応援よろしくお願いいたします。

上村健一監督のコメント

問い合わせ先

詳しくは 高松港　クルーズ入港予定 検　索

交流推進課　☎087－832－3380

※日時は変更になる場合があります。

クルーズ寄港情報クルーズ寄港情報

3月26日（火）18時30分入港

3月27日（水）17時出港

日　時

3月29日（金）  7時20分入港、9時30分出港

3月31日（日）16時30分入港、17時30分出港

　　　

日　時

場　所

　香川漆器の魅力を

PRする「香川の漆器

まつり」。展示販売や

高 松 工 芸 高 校 漆 芸

コースの生徒の作品

展示のほか、玉楮象谷

忌茶会などが開催さ

れます。

3月16日（土）・17日（日）9時～16時日　時

場　所 玉藻公園披雲閣（高松市玉藻町） 

入場料 無料（入園料が別途必要）

＜玉楮象谷忌茶会＞

9時～15時半　茶券1枚1,000円

問い合わせ先

香川県漆器工業協同組合　☎087－841－9820

経営支援課　☎087－832－3339

　

2019シーズン開幕2019シーズン開幕

香川の漆器まつり香川の漆器まつり

サンポート高松5万㌧級岸壁

カレドニアン・スカイ（全長90.6㍍、総トン数4,200㌧）

にっぽん丸（全長166.6㍍、総トン数22,472㌧）

6周年感謝祭栗林庵　

問い合わせ先 かがわ物産館「栗林庵」　☎087－812－3155

かがわ物産館「栗林庵」（栗林公園東門横）

（栗林公園の入園料は不要）

　県のアンテナショップ

「栗林庵」で、開店6周年

を記念して「感謝祭 さぬ

きのええもん・うまいも

ん」を開催します。さぬき

讃フルーツのフェア、新

商品のうどん柄名刺入

れなどオリジナル商品

や、和田邦坊氏が関わっ

た商品の展示販売など

楽しい企画満載です。

　ぜひお越しください。

場　所

3月16日（土）～27日（水） 9時～18時期　間

しゅう

あま

やわら

み りょく おお

せい

しゅ りゅう

さん

さいろ じ ばい どうにゅう

みな ふ だん

つづ

おや くき

ふう ふう

むらさきいろ

ぶつ しけい

りょう

さか

かく

けん

ひんしゅとうろく

め

にち てきじょう しょく や さい しゅう

おとず

かくさいたく なら

けんじょうのうぎょうし

こ

の



香川県庁あての
郵便物は、

「〒760ー8570 
香川県○○課」
だけで届きます。
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試
験
・
選
考
日
／
３
月
19
日
（
火
）

　

県
立
農
業
大
学
校
（
琴
平
町
榎
井
）

　

10
人
程
度
（
う
ち
果
樹
・
花
き
コ
ー
ス
は
若
干
名
）

　

４
万
１
１
４
０
円
と
教
材
費
（
実
費
）　
　

　

〜
３
月
８
日
（
金
）
必
着 

選
考
方
法
／
提
出

書
類
の
審
査
、
面
接
お
よ
び
適
性
試
験
※
提
出

書
類
は
同
校
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　

同
校
☎
0
8
7
7
ー
7
5
ー
1
1
4
1

■
３
月
募
集
／
一
般
県
営
住
宅
、
準
特
定
優
良
賃

貸
住
宅　

志
度
8
戸
、
屋
島
西
・
常
磐
各
６
戸
、

西
春
日
・
国
分
寺
・
坂
出
府
中
各
５
戸
、
屋
島
東
・

高
松
元
山
・
一
宮
・
植
松
・
宇
多
津
各
４
戸
、
木

太
川
西
３
戸
、
牟
礼
・
香
川
各
２
戸
、
太
田
・
新

宇
多
津
・
多
度
津
各
１
戸

■
再
募
集
申
し
込
み
／
申
し
込
み
の
な
か
っ
た
住

戸
に
つ
い
て
は
、
後
日
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族

が
い
る
③
収
入
が
所
定
の
基
準
に
該
当
し
て
い

る
④
県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
⑤
暴
力
団
関
係

者
で
な
い
。
※
単
身
入
居
や
高
齢
者
住
宅
へ
の
入

居
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間
／
３
月
１
日
（
金
）〜
８
日
（
金
）
消
印

有
効　

抽
選
日
／
３
月
18
日
（
月
）

再
募
集
受
付
期
間
／
３
月
22
日
（
金
）〜
26
日
（
火
）

来
庁
の
み
（
先
着
順
）　

入
居
予
定
日
／
５
月
１
日

（
水
）　

申
込
書
配
布
場
所
／
県
住
宅
課
分
室
、
各

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
営
住
宅
所
在
市
町
担
当
課

　

県
住
指
定
管
理
者
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー
３
５
８
７

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
「
四
国
八
十
八
箇
所

霊
場
と
遍
路
道
」
を
解
説
付
き
で
歩
い
て
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

３
月
16
日
（
土
）
９
時
〜
12
時
30
分　
　

集
合
／
志

度
寺
仁
王
門
前
※
志
度
寺
〜
長
尾
寺　
　

小
学
生
以

上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　
　

20
人
（
先
着
順
）

　

無
料　
　

３
月
１
日
（
金
）〜
12
日
（
火
）
必
着

電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
左
記
へ

　

県
文
化
振
興
課
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー
３
７
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７
ー
８
０
６
ー
０
２
３
８

　

b
u
n
k
a
@

p
re

f.k
a
g
a
w

a
.lg

.jp

①
国
際
社
会
青
年
育
成
事
業
②
日
本
・
中
国
青

年
親
善
交
流
事
業
③
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
事
業
④
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
事
業
⑤

「
世
界
青
年
の
船
」
事
業
⑥
地
域
課
題
対
応
人
材

育
成
事
業
「
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

各
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

H
P
に
て　
　

18
歳
〜
30
歳
の
人
（
⑥
の
み
23
歳
〜

40
歳
）
※
２
０
１
９
年
４
月
１
日
現
在　
　

〜
３
月
20

日
（
水
）
県
子
ど
も
政
策
課
必
着
、
左
記
H
P
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド（
選
考
方
法
／
書
類
選
考
・
面
接
）

　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室
☎
０
３
ー
６
２
５
７
ー

１
４
３
４
ま
た
は
同
課
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー
３
１
９
６

草
花
の
育
て
方
や
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
家
庭
緑

化
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
※
毎
月
第
３
日
曜
日
の

13
時
〜
15
時　
　

公
渕
森
林
公
園
（
高
松
市
東
植
田

町
）　
　

県
内
在
住
者
で
１
年
間
（
12
回
）
参
加
で
き

る
人　
　

70
人
（
多
数
抽
選
）　
　

材
料
代
８
０
０

０
円
（
年
額
）　
　

３
月
22
日
（
金
）
必
着　

住
所
･

氏
名
･
電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
で
左
記
へ

　

（
公
財
）か
が
わ
水
と
緑
の
財
団

〒
７
６
１
ー
０
４
４
６
高
松
市
東
植
田
町
１
２
１
０
ー
３ 

☎
０
８
７
ー
８
４
９
ー
０
４
０
２

春
の
庵
治
の
里
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ（
約
6
㌔
コ
ー
ス
）

　

４
月
７
日
（
日
）９
時
集
合
／
14
時
30
分
頃
解
散

　

庵
治
漁
協
活
き
活
き
日
曜
市　
　

健
脚
の
方

　

20
人
／
最
小
催
行
人
員
10
人　
　

３
２
０
０
円

（
昼
食
弁
当
付
）　
　

出
発
日
の
３
日
前
ま
で
受
付

　

（
公
財
）
高
松
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
☎
0
8
7
ー
8
2
2
ー
7
0
6
0

文
化
財
専
門
員
と
行
く
古
墳
め
ぐ
り

　

４
月
13
日
（
土
）
・
20
日
（
土
）
９
時
30
分
集
合

／
12
時
解
散　
　

峰
山
公
園
管
理
事
務
所

　

15
人
／
最
小
催
行
人
員
10
人　
　

１
０
０
０
円

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
）　
　

出
発
日
の
３
日
前
ま
で
受
付

　

（
公
財
）
高
松
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
☎
0
8
7
ー
8
2
2
ー
7
0
6
0

農
家
で
働
き
た
い
人
や
農
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
な
ど
か
ら
の

求
人
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

随
時
募
集　
　

９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
日
を

除
く
）　
　

Ｊ
Ａ
香
川
県
「
ア
グ
リ
ワ
ー
ク
」（
高

松
市
一
宮
町
）

　

ア
グ
リ
ワ
ー
ク
☎
０
８
７
ー
８
１
８
ー
４
１
５
６

県
立
中
央
病
院
に
お
い
て
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
月
２
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
17
時　
　

同
院

１
階
講
堂
（
高
松
市
朝
日
町
）　
　

不
要

　

同
院
地
域
医
療
連
携
課
（
担
当
／
山
本
）

☎
０
８
７
ー
８
０
２
ー
１
１
４
４

子
育
て
の
悩
み
や
情
報
交
換
な
ど
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
メ
ン
タ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

共
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
か
が
わ

　

３
月
23
日
（
土
）
10
時
〜
12
時　
　

さ
ぬ
き
こ
ど

も
の
国　
　

子
ど
も
の
発
達
に
何
ら
か
の
不
安
を

感
じ
て
い
る
保
護
者　
　

大
人
10
人
（
先
着
順
）
※

子
ど
も
同
席
可
。
会
場
内
に
子
ど
も
が
遊
べ
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。  　

無
料　
　

３
月

１
日
（
金
）９
時
〜
※
申
込
方
法
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　

県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
太
田
上

町
）　
　

18
歳
以
上
の
手
話
学
習
経
験
が
お
お
む

ね
２
年
以
上
の
方　
　

２
月
22
日
（
金
）〜
３
月

22
日
（
金
）ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
左
記

へ
※
４
月
６
日
（
土
）に
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
な
ど
に
よ
り
、
同
講
座
（
手
話
通
訳
Ⅰ
）の
受

講
者
を
決
定
し
ま
す
。
受
講
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
４
８
６
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
」
係 

☎
0
8
7
ー
8
6
8
ー
9
2
0
0

研
究
生
・
研
究
員
の
１
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

丸
盆
、
小
箱
な
ど
の
作
品
を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。

　

３
月
12
日
（
火
）
〜
３
月
17
日
（
日
）
９
時
〜
17
時

※
17
日
は
15
時
ま
で

　

県
文
化
会
館
（
高
松
市
番
町
）

　

県
漆
芸
研
究
所
☎
０
８
７
ー
８
３
１
ー
１
８
１
４

県
内
企
業
約
１
８
０
社
と
出
会
え
る
就
職
フ
ェ
ア
。

　

３
月
19
日
（
火
）
①
11
時
30
分
〜
12
時
30
分
②
13

時
〜
16
時　
　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
（
高
松
市
林
町
）

　

【
就
職
面
接
会
】
２
０
１
９
年
３
月
に
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
卒

業
予
定
者
お
よ
び
既
卒
者
、
中
途
採
用
希
望
者

【
企
業
説
明
会
】
２
０
２
０
年
３
月
に
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

　

県
就
職
・
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ワ
ー
ク
サ

ポ
ー
ト
か
が
わ
）
☎
０
８
７
ー
８
０
２
ー
４
７
０
０

ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
の
墓
、
琴
参
電
車
廃
線

跡
、
明
治
維
新
期
の
丸
亀
を
巡
り
ま
す
。

　

３
月
24
日
（
日
）
９
時
〜
12
時　
　

Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅

コ
ン
コ
ー
ス
集
合
（
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
丸
亀
駅

間
、
約
4
・
5
㌔
の
行
程
で
す
）　
　

20
人
（
先
着
順
）

　

無
料　
　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
イ
ベ
ン

ト
名
を
電
話
、は
が
き
で
県
立
文
書
館
へ

　

同
館
〒
７
６
１
ー

０
３
０
１
高
松
市
林
町
２
２

１
７
ー
１
９
☎
０
８
７
ー
８
６
８
ー
７
１
７
１

親
子
で
楽
し
め
る
ク
ラ
フ
ト
作
製
や
人
形
劇
、

食
の
ブ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

３
月
24
日
（
日
）９
時
〜
16
時

　

県
青
年
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
国
分
寺
町
）

　

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７
ー
８
７
４
ー
０
７
１
３

専
門
家
が
土
地
・
建
物
な
ど
の
不
動
産
の
価
格
や

土
地
取
引
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

　

４
月
５
日
（
金
）
10
時
〜
16
時　
　

県
庁
本
館
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
、
丸
亀
市
役
所
２
階
相
談
室　
　

事

前
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

（
公
社
）
香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
８
７
ー
８
２
２
ー
８
７
８
５

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
な
ど
１
５
０
０

本
以
上
の
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

　

さ
ぬ
き
空
港
公
園
（
高
松
市
香
南
町
）

　

同
園
管
理
事
務
所
☎
０
８
７
ー
８
７
９
ー
８
５
１
０

掬
月
亭
で
、
お
ひ
な
さ
ま
の
展
示
や
ひ
な
祭
り
用

の
お
菓
子
と
お
抹
茶
を
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

２
月
16
日
（
土
）〜
３
月
10
日
（
日
）
９
時
〜
16

時
30
分
（
16
時
ま
で
に
入
亭
）　
　

掬
月
亭

　

入
亭
料
７
０
０
円
（
抹
茶
、
生
菓
子
付
）

開
園
記
念
日
（
３
月
16
日
／
無
料
入
園
日
）
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

講
師
／
奈
良
県
立
大

学
地
域
創
造
学
部
准
教
授　

井
原
縁
氏

　

３
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時
（
受
付
／

13
時
〜
）　
　

商
工
奨
励
館
北
館　
　

１
５
０

人
程
度
（
先
着
順
）　
　

無
料

　

同
園
観
光
事
務
所
☎
０
８
７
ー
８
３
３
ー
７
４
１
１

今
月
の
テ
ー
マ
は
、
「
麦
と
パ
ン
」
。
食
パ
ン
や
総

菜
パ
ン
な
ど
各
種
パ
ン
を
は
じ
め
、
旬
の
野
菜
や

果
物
、
手
作
り
加
工
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

３
月
３
日
（
日
）10
時
〜
15
時　

　

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
西
側
通
路

　

県
県
産
品
振
興
課
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー
３
３
８
５

最
先
端
技
術
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
。

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
で
仮
想
都
市
を
探
検
し
よ
う
。

　

３
月
16
日
（
土
）〜
４
月
７
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

※
月
曜
休
館
　
　
情
報
通
信
交
流
館
（
e
ー

と

ぴ
あ
・
か
が
わ
）

　

同
館
☎
０
８
７
ー
８
2
２
ー
０
１
１
１

何
百
年
の
と
き
を
こ
え
唄
い
継
が
れ
て
い
る
〝
石

切
り
唄
〞と
、
庵
治
石
で
造
ら
れ
た
石
琴
が
奏
で

る
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

出
演
／
石
切
り
唄
保
存
会
、
打
楽
器
奏
者　

合
田

佳
織
、（
有
）
島
本
石
材
工
業　

島
本
健
一
郎

　

３
月
９
日
（
土
）
石
切
り
唄
／
14
時
〜
14
時
30

分　

石
琴
演
奏
／
14
時
45
分
〜
15
時
15
分

　

こ
ど
も
劇
場　
　

ど
な
た
で
も　
　

各
回

2
0
0
人　
　

無
料　
　

当
日
受
付

香
川
県
が
古
来
よ
り「
や
き
も
の
の
国
」
と
し
て
栄
え

募
　
　
集

庵
治
・
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ

補
聴
器
の
買
い
方
・
使
い
方
、
難
聴
に
つ
い
て
、

専
門
医
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
要

約
筆
記
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
設
置
あ
り
。

　

３
月
３
日
（
日
）
13
時
〜
16
時　
　

ハ
イ
ス
タ
ッ

フ
ホ
ー
ル（
観
音
寺
市
民
会
館
）
多
目
的
ホ
ー
ル

（
観
音
寺
市
観
音
寺
町
甲
１
１
８
６
ー
２
）

　

２
０
０
人
（
当
日
会
場
に
て
先
着
順
）

　

県
障
害
福
祉
相
談
所
☎
0
8
7
ー
8
6
7
ー

2
6
9
6

「
ひ
ろ
が
る　

里
海
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
小
林

光
さ
ん
の
講
演
と
座
談
会

　

３
月
９
日
（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
15
分

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
高
松
市
番
町
）　
　

１
５
０
人
（
先
着
順
）　
　

無
料

　

〜
３
月
６
日
（
水
）
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
職
業

ま
た
は
所
属
団
体
・
電
話
番
号
を
は
が
き
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
左
記
へ
※
申
込
用
紙
は
左
記

H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　

県
環
境
管
理
課
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー
３
２
２
０

F
A
X
０
８
７
ー
８
０
６
ー
０
２
２
８

　

k
a
n
k
y
o

k
a
n
ri

＠p
re

f.k
a
g
a
w

a
.lg

.jp

英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ド
イ
ツ
語
・
韓
国
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
ロ
シ
ア
語
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
全
９
カ
国
語
（
予
定
）

　

４
月
16
日
（
火
）
〜
７
月
23
日
（
火
）
10
時
〜
12

時
、
13
時
〜
15
時
、
18
時
〜
20
時
な
ど　
　

ア
イ

パ
ル
香
川
（
高
松
市
番
町
）　
　

高
校
生
以
上

　

各
ク
ラ
ス
30
人
（
先
着
順
）　
　

１
万
４
０
０
０
円

（
１
回
２
時
間　

全
12
回
）
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
別
途
テ

キ
ス
ト
代
ま
た
は
資
料
代　
　

３
月
６
日
（
水
）
〜
※

申
込
書
・
受
講
料
を
左
記
へ

　

（
公
財
）
香
川
県
国
際
交
流
協
会
☎
０
８
７
ー

８
３
７
ー
５
９
０
８

　

４
月
20
日
（
土
）
〜
２
０
２
０
年
２
月
29
日
（
土
）

（
土
曜
日
に
全
36
回
） 

９
時
45
分
〜
11
時
45
分

四
国
遍
路
体
験
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

HP

か
が
わ
の
県
営
住
宅

検
　索

が
ん
ゲ
ノ
ム
市
民
公
開
講
座

講
　
　
座

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ク

資
料
を
手
に
近
代
の
丸
亀
を
巡
ろ
う

県
営
住
宅
入
居
者

次
代
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
青
年
リ
ー
ダ
ー

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業 

参
加
者

HP

香
川
県
漆
芸
研
究
所

検
　索

農
業
大
学
校
就
農
実
践
研
修
生
追
加
募
集

〈
一
年
間
研
修（
４
月
〜
３
月
）〉

ペ
ア
メ
ン
c
a
f
é

ア
イ
パ
ル
外
国
語
講
座（
４
月
期
）

栗
林
公
園

高
松
市
栗
林
町
1
ー
20
ー
16
　
☎
0
8
7
ー
8
3
3
ー
7
4
1
1

掬
月
亭
の
ひ
な
ま
つ
り

HP

さ
ぬ
き
空
港
公
園

検
　索

か
が
わ
ー
く
フ
ェ
ア

春
の
就
職
面
接
会
＆
企
業
説
明
会

（
①
就
活
セ
ミ
ナ
ー
②
就
職
面
接
会
と
企
業
説
明
会
）

県
青
年
セ
ン
タ
ー
感
謝
祭

不
動
産
鑑
定
無
料
相
談
会

「
家
庭
緑
化
教
室
」

農
業
の
求
人
求
職
募
集

J
A
香
川
県
無
料
職
業
紹
介
所「
ア
グ
リ
ワ
ー
ク
」

春
の
石
清
尾
山
古
墳
群
ツ
ア
ー 

マ
ニ
ア
ッ
ク
編

２
０
１
９
年
度
手
話
通
訳
者

養
成
講
座
受
講
者

問 時

HP

内
閣
府　

青
年
国
際
交
流

検
　索

HP

か
が
わ
の
里
海
づ
く
り

検
　索

HP

栗
林
公
園　

う
ど
ん
県
旅
ネ
ッ
ト

検
　索

HP

香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー

検
　索

HP

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

検
　索

HP

Ｊ
Ａ
香
川
県 

ア
グ
リ
ワ
ー
ク

検
　索

「
耳
の
日
」記
念
講
演
会

か
が
わ「
里
海
」づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

HP

ア
イ
パ
ル
香
川

検
　索

漆
芸
研
究
所
修
了
展

栗
林
公
園
セ
ミ
ナ
ー

「
地
域
資
源
と
し
て
の
栗
林
公
園
」

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
場
所
や
実
施
時
刻
の
変
更
、

中
止
な
ど
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。※
県
内
在
住
の

65
歳
以
上
は
入
園
料
無
料
（
住
所
・
年
齢
を
証
す
る
も

の
が
必
要
）※
3
月
の
開
園
時
間
は
６
時
30
分
〜
18
時

さ
ぬ
き
マ
ル
シ
ェ
in
サ
ン
ポ
ー
ト

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
2
ー
1
　
☎
0
8
7
ー
8
2
6
ー
2
5
5
5

サ
ク
ラ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す

HP

さ
ぬ
き
マ
ル
シ
ェ

検
　索

地
元
☆
大
発
見
！
〜
石
切
り
唄
4
3
0
年
の
音
色
〜

時

料申 所数問 対

問E 料

申

時

所

数

対

問 時

対

申

問

料

申

時

所

対
数

問

料

申

時

所数問

料

申

時

所

数問 申

時

所

問

申

時

所

料

申

時

所

対

数

問 時

所

数問E

料

申 時所

数

問

料
申

時

所

対

数

問

申

時

対

問 時所問 時

所

対問 料

申

時

所数

問 時所問

申

時

所

問 時所料 時

所

問

料

時

所

数

問 時所

申

催
　
　
し

料

申

所

対

数

県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

高
松
市
玉
藻
町
5
ー
5
　
☎
0
8
7
ー
8
2
2
ー
0
0
0
2

〈
特
別
展
〉

香
川
県
陶
芸
協
会
創
立
50
周
年
記
念
展

「
や
き
も
の
が
好
き
！！
ア
ー
ト
も
好
き
。」

所

対

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

高
松
市
香
南
町
由
佐
3
2
0
9
　
☎
0
8
7
ー
8
7
9
ー
0
5
0
0

e
ー

と
ぴ
あ
未
来
博
２
０
１
９

HP

情
報
通
信
交
流
館

検
　索

時

所

問
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●手 紙： 〒760-8570 広聴広報課「知事への手紙」係

●FAX： 087－862－3000

●H  P： https://www.pref.kagawa.lg.jp/content/chijipage/chijimail/

氏名（必須）、住所（手紙の場合は必須）、メールア

ドレス（メールの場合は必須）、提言文と知事から

の回答文の公開可否（必須）をご記入ください。

県政へのご提言はこちらへ

2月1日発行の2月号「VOICE」コーナーの回答文中に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

〔訂正前〕県道円座香南線（中間工区） ⇒ 〔訂正後〕県道円座香南線（中間工区）

2019年度県政モニター募集　皆さんのご意見を県政に生かすため、年7回程度（任期1年）のアンケートにご協力ください。

①15歳以上の県内に在住している方

②議員、常勤の公務員でない方

③2018年度に県政モニターになっていない方

④インターネットまたは郵送で回答可能な方

対

問 〒760－8570 広聴広報課「県政モニター」係　☎087－832－3021　FAX087－862－3000

数    受付期間／～3月5日（火）消印有効申 香川県　県政モニター 検　索HP

400人

なかつき なかつま

知事に寄せられたご提言と回答のうち、代表的なものを要約して紹介します。

ほかのご提言も、県ホームページで見ることができます。

　全国的に猫のTNR活動（野良猫に不妊手術を施し、元の場所に返す活動）や地域猫活動が盛んになっています。香

川県でも、徐々に広まっていますが、手術費を負担しての活動であったり、地域の方々の理解を得る必要があるなど、個人

での活動はなかなか厳しい状況です。

　高松市も地域猫活動支援モデル事業の対象とし、申請から短期間で実施できるような制度が必要です。

　また、動物愛護センターを地域猫活動の拠点とし、野良猫の不妊手術や地域猫活動を行う地域住民への説明をボラ

ンティアと共に行っていただき、今後さらに地域猫活動が広まることを願っています。　　　　　　　　　　　匿名希望

地域猫活動についてQ

A
　県は、飼い主のいない猫対策として、地域猫活動を実

施する地区を選定した市町に対して、飼い主のいない猫

の不妊去勢手術費用の一部を助成しているほか、活動す

る際の手引書作成・配布や、担当職員が必要な助言を行

うなど、ご協力いただける地域住民への支援を積極的に

推進しています。同時に、保健所に収容される犬・猫が減

るように、飼い主は最後まで責任を持って飼うことや、不

幸な命を増やさないために不妊去勢手術を実施するこ

と、無責任に餌を与えるだけの行為は、結果として不幸な

犬・猫を増やすことなどについて、ホームページなどのさ

まざまな媒体を活用して県民に広く呼びかけています。

　また、本年3月に開所予定の「さぬき動物愛護センター」

を拠点として、動物愛護管理の普及啓発や、犬・猫の譲渡

推進により、殺処分数の一層の減少に努めてまいります。

　なお、高松市内における飼い主のいない猫への対応に

ついては、高松市が行っていることから、高松市保健所に

情報提供していますので、高松市保健所（087-839-2865）

にご相談ください。

　今後も引き続き、人と動物との調和のとれた共生社会

の実現に向け動物愛護の推進に積極的に取り組んでま

いります。

問 生活衛生課　☎087－832－3179

３
３
０
３

　

①
交
通
事
故
の
交
通
遺
児
（
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
）
②
自
動
車
事
故
が
原
因
の
重
度
後
遺
障
害
者

③
自
動
車
事
故
の
交
通
遺
児
な
ど（
中
学
生
ま
で
）

　

①
毎
年
１
回
図
書
カ
ー
ド
２
万
円
分
を
支

給
、
中
高
校
な
ど
入
学
時
に
入
学
一
時
金
５
万
円

を
支
給
②
支
給
額
／
月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜

13
万
６
８
８
０
円
（
介
護
料
）
③
貸
付
金
／
月
額

１
万
円
ま
た
は
２
万
円
※
別
途
一
時
金
や
入
学

支
度
金
あ
り（
小
中
学
校
）

　

①
県
く
ら
し
安
全
安
心
課
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー

３
２
３
０
②
③
（
独
）自
動
車
事
故
対
策
機
構
高
松

主
管
支
所
☎
０
８
７
ー
８
５
１
ー
６
９
６
３

【
申
告
・
納
付
の
期
限
】４
月
１
日
（
月
）

【
確
定
申
告
が
必
要
な
人
】
○
2
0
1
6
年
分
の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
る
個
人
事
業
者
な
ど

○
納
付
に
は
便
利
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
日
】４
月
24
日
（
水
）

○
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
自
宅
な
ど
で
作
成
・
提

出
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
簡
単
便
利
で
す
。

　

e
ー

T
a
x
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
0
5
7
0
ー
0
1
ー
5
9
0
1

晩鐘（リトグラフ）

※
１ 

９
時
〜
17
時　

※
２ 

入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

※
３ 

休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

て
き
た
歴
史
や
伝
統
、
ま
た
そ
の
精
神
を
受
け
継
い

だ
、
現
代
作
家
に
よ
る
優
れ
た
陶
芸
作
品
を
紹
介
。

　

３
月
５
日
（
火
）
〜
17
日
（
日
）
※
１
〜
３　
　

特
別
展

示
室　
　

一
般
５
０
０
円
（
特
別
展
の
み
の
料
金
）

描
か
れ
た
魚
、
鳥
、
草
花
の
精
妙
な
表
現
は「
こ
こ
ま

で
描
く
か
⁉
」と
い
う
驚
き
に
満
ち
て
い
ま
す
。

時
代
を
超
え
た
「
超
（
ス
ー
パ
ー
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

４
月
27
日
（
土
）〜
５
月
26
日
（
日
）９
時
〜
17
時

※
４
月
27
日
（
土
）〜
５
月
６
日
（
月
・
振
休
）
、
金
・

土
曜
日
は
20
時
ま
で
夜
間
開
館 

※
１
〜
３

　

特
別
展
示
室
・
常
設
展
示
室
４
・
５　
　

一
般

１
０
０
０
円
、
前
売
・
団
体
（
20
人
以
上
）８
０
０
円

常
設
展
示
の
解
説
と
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
収
蔵
庫
内
を
特
別
公
開
。
さ
ら
に
日
本

建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
当
館
の
建
築
に
つ
い

て
、
専
門
家
か
ら
話
を
伺
い
ま
す
。

　

３
月
24
日
（
日
）
10
時
〜
12
時
（
受
付
開
始
９
時
30

分
）　
　

30
人
（
先
着
順
）　
　

電
話
、
は
が
き（
〒
７

６
１

ー
８
０
０
１
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
７

ー
８
８
１
ー

４
７
８
４
）
、の
い
ず
れ
か
で
要
申
込

※
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
電
話
番
号
・
イ

ベ
ン
ト
名
を
明
記
※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
か
が
わ
電
子

自
治
体
シ
ス
テ
ム
」か
ら
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

同
館
草
創
期
の
職
員
で
あ
り
、
日
本
民
具
学
会

な
ど
で
活
躍
し
た
高
橋
克
夫
氏
が
収
集
し
た
資

料
や
記
録
、
写
真
な
ど
を
展
示
し
、
１
９
７
５
年

前
後
の
瀬
戸
内
文
化
を
探
訪
し
ま
す
。

　

３
月
21
日
（
木
・
祝
）
〜
５
月
26
日
（
日
）
※
１

〜
３
、
但
し
４
月
30
日
（
火
）は
開
館　
　

無
料

講
師
／
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

山
根
基
世
さ
ん

　

３
月
16
日
（
土
）13
時
〜
15
時　
　

小
ホ
ー
ル

　

１
０
０
０
円
（
当
日 

１
１
０
０
円
）　
　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
左
記
へ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
住
所
、
参
加
人
数
を
明
記
）

　

社
会
福
祉
法
人 

香
川
い
の
ち
の
電
話
協
会
事

務
局
☎
０
８
７
ー
８
６
１
ー
７
０
６
５

F
A
X
０
８
７
ー
８
６
１
ー
４
３
４
３

基
礎
コ
ー
ス
は
一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
楽
器
別

に
発
表
し
、
合
奏
コ
ー
ス
は
９
月
の
定
期
演
奏
会

に
向
け
て
レ
ッ
ス
ン
を
公
開
し
ま
す
。

　

３
月
24
日
（
日
）13
時
開
演
（
12
時
30
分
開
場
）

　

小
ホ
ー
ル　
　

入
場
無
料

魁
夷
の
風
景
巡
礼
の
足
跡
や
雑
誌

表
紙
絵
に
よ
る
画
家
な
ら
で
は
の

歳
時
記
を
紹
介
し
ま
す
。

　

〜
４
月
７
日
（
日
）
※
１
〜
３

　

①
１
階
展
示
室
②
２
階
展
示
室

　

一
般
〈
大
学
生
を
含
む
〉
３
０
０
円　

団
体
２
４

０
円
※

65
歳
以
上
ま
た
は
高
校
生
以
下
の
場
合

は
無
料
（
証
明
書
な
ど
の
提
示
が
必
要
）

毎
年
３
月
１
日
〜
７
日
ま
で
を
「
子
ど
も
予
防
接
種

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期

接
種
（
第
２
期
）の
期
間
は
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年

間
で
す
。３
月
末
ま
で
に
忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
１
日
（
金
）〜
７
日
（
木
）

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
は
、ワ
ク
チ
ン
ご
と
に

接
種
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
住
ま

い
の
市
町
の
予
防
接
種
担
当
窓
口
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

県
薬
務
感
染
症
対
策
課
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー

時

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

高
松
市
亀
水
町
1
4
1
2
ー
2
　
☎
0
8
7
ー
8
8
1
ー
4
7
0
7

れ
き
み
ん
普
及
事
業

れ
き
み
ん
常
設
展
示
、
建
築
ツ
ア
ー

お
し
ら
せ

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

被
害
者
な
ど
支
援
制
度
の
ご
案
内

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

坂
出
市
沙
弥
島
字
南
通
2
2
4
ー
13
　
☎
0
8
7
7
ー
4
4
ー
1
3
3
3

第
４
期
テ
ー
マ
展

①
遍
歴
の
風
景
／
東
西
を
旅
し
て

②
心
の
歳
時
記
／『
新
潮
』
表
紙
絵

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

〈
テ
ー
マ
展
〉「
情
熱
を
も
ち
瀬
戸
内
文
化
を
探
り
、

考
え
記
録
し
た
人
―
高
橋
克
夫
展
―
」

Ｋ
Ｊ
Ｏ
基
礎
コ
ー
ス
成
果
発
表
会
＆

合
奏
コ
ー
ス
公
開
レ
ッ
ス
ン

HP

香
川
県　

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

検
　索

レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）

高
松
市
玉
藻
町
9
ー
10
　
☎
0
8
7
ー
8
2
3
ー
5
0
2
3

香
川
い
の
ち
の
電
話
公
開
講
座

い
の
ち
の
大
切
さ
を
共
有
す
る

HP

香
川
県　

交
通
遺
児

検
　索

HP

国
税
庁

検
　索

問 時

問 対問

対

料

時所

時

料

所

申

数

料

時

料 時所

料

※ケーブルテレビの放送日時は各局が発行する番組表をご覧ください。 
※番組編成の都合により、放送日時が変わることがあります。

OHK岡山放送

コミュニティチャンネル（自主放送）ケーブルテレビ

毎週木曜日21時54分～22時

サン讃かがわPLUS

知事定例記者会見

県 政 テレビ

ケーブルテレビ

TSCテレビせとうち

3月10日（日）13時30分～14時
再放送  3月15日（金）13時55分～14時25分
　　　  3月20日（水）26時10分～26時40分
  　　　3月23日（土）27時05分～27時35分

かがわ島旅レシピ
～はじまる、瀬戸内国際芸術祭2019～

RNC西日本放送

3月4日（月）16時30分～16時45分
再放送  3月9日（土）26時30分～26時45分

発信！かがわ
始めよう住まいの耐震化注目の低コスト工法

コミュニティチャンネル（自主放送）

時〈
特
別
展
〉「
自
然
に
挑
む 

江
戸
の
超（
ス
ー
パ
ー
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
―
高
松
松
平
家
博
物
図
譜
」

料

所

問 料

申

時

所


